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京
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學
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濟
學
會
規
則

　
　
　

本
㊥
を
京
都
大
羅
経
濟
恩
愈
と
構
す
る

第
一
條

第
二
條
　
本
曾
は
左
の
禽
員
を
以
て
組
織
す
る

　
　
ω
正
會
員
　
京
都
大
離
経
濟
學
部
教
授
、
助
教
授
、
諾
師

　
　
　
　
　
　
　
助
手
及
同
恩
部
出
身
者

　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
恩
経
濟
恩
部
學
生

　
　
㈲
恩
生
倉
員

　
　
　
　
　
　
　

本
會
の
事
業
を
賛
助
す
る
者

　
　
バ
賛
助
會
員

　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
恩
法
恩
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

　
　
⇔
名
警
會
員

　
　
　

前
條
の
外
所
定
の
愈
費
を
納
め
て
「
経
濟
論
叢
」
の
頒

第
三
條

　
　
　

布
を
受
け
る
個
人
及
團
彊
は
購
讃
禽
員
と
ず

第
四

條
　
特
別
の
場
合
に
限
り
前
二
條
に
定
め
ら
れ
た
會
員
以
外

　
　
　
　
の
者
に
も
禽
員
に
準
ず
ろ
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
る

第
五
條
　
本
曾
の
事
務
所
は
京
都
大
學
経
濟
恩
部
内
に
置
く

　
　
　

本
倉
は
左
の
事
業
を
行
う

第
六
條

　
　
一
、
機
閲
雑
誌
「
経
濟
論
叢
」
を
襲
行
す
る
こ
と

　
　
　
　
［
経
瀦
論
叢
L
は
毎
月
一
同
稜
行
す
る
、
但
し
臨
時
特

　
　
　

別
號
を
麓
行
す
る
こ
と
が
あ
る

　
　
二
、
　
「
経
濟
阜
研
究
叢
書
」
を
褒
行
す
る
こ
と

　
　
三
、
毎
月
一
回
學
術
研
究
會
を
開
6
2
す
る
こ
と

　
　
凹
、
毎
年
一
同
公
開
講
演
倉
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
條
　
（
略
∪

第
八
條

　
　
　
　
（
略
）

第
九
條
　
愈
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
號
は
此

　
　
　
限
り
で
は
な
い

第
十
條
…
　
會
員
は
左
の
曾
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
正
會
員
　
年
額
　
八
百
圓

難

第
†
一
條
　
本
會
規
則
の
改
正
鍵
更
及
財
蓬
の
塵
分
は
一
評
議
員
會

　
　
　
　

の

決
議
に

よ
る

　
昭
和
二
†
七
年

†
二
月

京

都

大

學

経

濟

學

會

次目り干既

　十信
海九用第
上世貨七
保紀幣十
険以と三
i前統巻
　の制第
　英i五
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五
月
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定

債

…
：
中

谷六日

　○登
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…
…
…
…
…
…
：
・
谷
山
新
良

後

入
先

出
法
の
展
開
の
原
理
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よ
り
の
乖
離
…
…
…
…
…
－
：
・
・
高
寺
貞
男

英
國
に
於
け
る
．
石
炭
業
國
有
化

　
政
策
に

關
す
る
一
考
察
…
…
…
中
村
忠
一

第

七
＋
三

藁
六
號
六
勧
鴎
蜥

ヵ

レ

ッ

キ
に
お
け
る
狗
占
度

　
概
念
の

褒
展
：
…
…
…
…
…
…
’
嶋
津
亮
二

n
本
に
お
け
る
金
本
位
制
の

　
成
立
…
…
…
…
－
…
…
・
…
…
…
眞
藤
素
一

資
本
理
論
の

二
つ
の

型

…
…
…
…
前
田
敬
四
郎

鵯
藁
螺
會
計
馨
院
年
報
－
島

エ

ル
ス

ナ

ー
一
経
濟
恐
慌
」
（
紹
介
）
…
吉

第

七
＋
四
藁
一
號
七
㍉
且

企
業

と
そ
の
形
態
：
…
…
…
：
…

企
業
利
盆
の

測
定
と
貨
、
幣
債
値

　
不
憂
・
の
假
定
…
…
…
…
…
：
：

「
植
民
地

冠
會
」
に
お
け
る

　
産
業
の

生
誕
…
…
…
…
…
：
：

ア

メ
リ
ヵ
金
融
資
本
形
成
の

　
一
過
程
…
…
…
…
…
…
：
・
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：

六日：信
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：
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昇

－
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－
越
後
和
典

　
　
　
　
　
　
　
」



宮
津
藩
に

お
け

る
農
民
的
商
品
経
濟
…
を
め
ぐ
る
領
主
と
農
民
の
闘
係

第
七
十
四
巷
　
　
一
〇
二
　
　
第
二
號
　
　
三
八

　
こ

の

よ
う
な
條
件
が
熟
し
て
は
じ
め
て
、
封
建
罐
力
に
と
つ
て
農
民
的
商
品
経
濟
の
分
裂
を
意
識
的
に
取
上
げ
る
分
裂
政
策
と
し
て

封
建
的
…
封
鷹
の
方
向
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

〔田
　
明

和

三
年
－
（
一
七
六
六
）
文
堂
蝦
（
京
都
努
研
前
出
嚢
筒
一
八
八
頁
）

②
　

虫賞
「
麻
旧
十
二
年
（
　
七
］
ハ
三
）
　
＋
入
垂
日
　
（
右
田
輿
量
同
一
九
七
ロ
貝
）

附
記
　
天
災
な
ど
の
た
め
に
地
方
史
料
・
纏
螢
史
料
が
、
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
推
論
が
極
め
て
多
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
な
お
史
料
採
訪
の
際
に
は
、

　
　
岩
崎
英
精
氏
、
高
桑
末
秀
氏
、
後
藤
靖
氏
、
脇
田
修
氏
、
今
井
美
智
子
氏
に
色
々
御
世
話
に
な
り
、
成
稿
に
あ
た
つ
て
は
、
堀
江
英
一
先
生
、
後
藤

　
　
靖
氏
に

い

ろ
い
ろ
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
附
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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京
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膠
助
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京
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堅
大
墨
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研
究
奨
犀
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京
都
大
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（
文
恩
部
）
大
恩
院
恩
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京
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大
墨
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毘
院
研
究
奨
鴎
生
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済
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一

濟
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〇〇
匿圓

學
齢
烹
。
。
願

　

　

B
6
三
四
山
ハ
頁

學　
　
，
定
償
三
〇
〇
圓

論
（
1
所
得
）
　
舳
壁
≡
0
0
甑

経
濟
學
ぽ
≡
巌

経

濟
學
原
論
舩
讐
埜
唖

高

橋

正

雄

経

濟

學
入
門
齢
　
京
○
甑

有経有
井　　井

　
治濟

學
概

　
治

民
主
肚
會
の
経
濟
原
理

肚
會
政
策
學
會
編

賃
銀
・
生
計
費
・
生
活
呆
障 　

　

A
5
二
⊥
ハ
○
百
八

論　
　

定
債
三
三
〇
圓

　
　

A
5
二
〇
二
頁

　

　

定
債
二
五
〇
圓

A
5
三
三
四
頁

定
債
四

五
〇
圓

都京閣斐有尿東

一

會
員
　
経
謂
警
元
年
ξ
5
㌘
刊
藷
し
ノ

各
位
へ
」
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
横
曾
↑
禽
賓
を
御
納
入

下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
一
，
曾
費
納
入
先

　
　
　

京
都
市
左
京
匿
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　

京
都
大
學
経
濟
學
部
内

　

　

　

　

　

　

　

京

都

大

學

経

濟
墨
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
欝
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
一
、
會
費
　
年
額
　
八
〇
〇
圓
Ω
剛
納
）

　
一
、
會
員
各
位
の
本
籍
、
現
佳
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、
卒
業

　
　

年
次
、
就
職
先
を
☆
。
學
曾
ま
で
御
通
知
下
さ
い
。

　
一
、
會
員
外
の
雑
誌
購
入
は
有
斐
閣
’
乳
申
込
下
さ
い
。
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